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研究成果の概要（和文）：　考古地磁気研究では,遺構の焼土が加熱冷却時に獲得した残留磁化(磁化)が過去の
地磁気を記録する特性を利用して年代推定の研究が行われてきた.
　土器や陶磁器も,焼成時に地磁気(偏角,伏角)の記録となった磁化を獲得するが,生成後に移動するので,磁化の
偏角は不明になる.しかし伏角は,焼成時の水平面がわかれば復元できる.本研究では,土器･陶磁器の破片から磁
化の伏角を求め,年代や製法の研究への利用を考えた.現在の製品等での研究で方法の有用性を検討して,考古遺
物の破片資料において研究を行った.

研究成果の概要（英文）：　Pottery and ceramics are generally produced at the horizontal position in 
the kiln, then their inclination of remanent magnetization may record the geomagnetic inclination at
 the firing.  Using the fragments of pottery and ceramics we conducted the archaeomagnetic study. 
Especially the samples of the bottom fragments were used. The studied inclinations of remanent 
magnetization of the samples are compared with the past record of geomagnetic inclination change and
 then, the age of the pottery and ceramics are inferred.  Also, combining the remanent magnetization
 of the fragments with their images, the restoration of the fragments to the original shape of 
pottery and ceramics is considered.

研究分野：考古地磁気

キーワード： 遺物の破片　磁化　年代

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 博物館や埋蔵文化財ｾﾝﾀ等には,多くの土器･陶磁器の破片が保管されている.この様な使用されていない破片に
ついて,磁化と考古地磁気の研究により年代や産地が研究できると大きな意義がある.また磁化は,破片から元資
料(完形品)を復元する作業にも利用できる.破片の画像と磁化の情報を併せる解析で破片からの元の製品復元の
作業の効率化にも役立てられる.この解析法は大陸移動の磁化研究による証明と類似しており,ｱｳﾄﾘｰﾁにより一般
の方にも興味を持って貰える研究になる.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 遺構焼土の残留磁化が地球磁場(地磁気)を記録する特性を用いて地磁気の過去の変化を求め,
それを基準として,磁化による遺構等の年代研究が行われてきた.基準の地磁気変化の構築では,
資料として考古年代が良く求まっている窯跡の焼土が望ましい.しかし特殊な試料採取が必要
で発掘時しかできない難点があった.磁化･地磁気による年代推定は,条件が良いと誤差数 10 年
の精度で行えるものの,基準ﾃﾞｰﾀの少ない時代では誤差が大きい.また地磁気変化には地域差が
あり,年代法としての精度を上げ適用範囲を広げるには,地域毎の地磁気変化の作成が必要とさ
れている.しかし窯跡焼土では試料は発掘に依存し(採取できない場合も多く),ﾃﾞｰﾀ収集の大き
な進展は望めなかった.そこで土器･陶磁器を試料として利用することを考えた. 
 
２．研究の目的 
 土器,陶磁器は,焼土より安定な熱残留磁化を持つものの,焼成後に移動するので地磁気方向の
研究には使えないとされてきた.しかし焼成時に水平に置かれておれば,磁化は地磁気の伏角を
記録できる(底部で可能性が高い).そこで,土器･陶磁器の底部片の磁化から伏角を求める方法を
作成し,年代･産地の研究に利用することを考えた.磁化はまた,土器･陶磁器の破片の製品復元に
も有用となる.埋蔵文化財ｾﾝﾀ,博物館等に保管されている土器･陶磁器の,未使用の多数の破片を
利用して,磁化から年代や産地の研究を行うことが目的である. 
 
３．研究の方法 
 研究は,残留磁化と帯磁率(誘導磁化)の内容からなる. 
(1)残留磁化 
 土器･陶磁器は破片も貴重であり,各種研究は非破壊での実施が望まれている.磁化測定は,測
定領域の大きい(小さい完形品はそのまま測定可能な)超伝導磁力計を用いて行った. 
 破片試料にはいびつな形状ものもあるので,位置による磁化測定の違いを考え,試料は
5mm-1cm 間隔の連続測定で,信頼度の高いﾃﾞｰﾀにより伏角を求めた.また二次磁化の影響を除く
交流消磁も行った.ﾃﾞｰﾀ解析も有用な方法を検討した. 
(2)帯磁率 
 陶磁器の製作時に使用胎土を途中で代えた可能性の検討を目的に,携帯型帯磁率計による完
形品の非破壊での帯磁率測定を行った. 
(3)研究試料 
 埋蔵文化財ｾﾝﾀ等に協力を頂いて,土器,陶磁器の底部等の破片試料をお借りした.磁化測定で
の誤差が生じないように,なるべく欠けの少ない試料を使用した. 
 
４．研究成果 
4.1. 土器･陶磁器等の破片の磁化の研究 
 磁化研究には富山大学のﾊﾟｽｽﾙｰ型超伝導磁力計を用いた.同装置は,直径 8cm の試料(不定形)
にも対応可能な広い測定部を有し,通常の磁力計(2.5cm 立方迄の試料)では扱えない比較的大き
い破片も測定できる.貴重な陶磁器では破片も含めて研究は非破壊が原則であり,国内数台のこ
の装置に持具の改良等も行い,利用して研究した. 
 
4.1.1. 現代の盃の研究 
 磁化から地磁気伏角を求める方法の有効性を,現代の盃試料で検討した.磁力計にそのまま入
る 6種類の盃(①-⑥,図 1右)を用意し,底を下にして磁化の伏角を測定した. 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1.磁化の伏角と地磁気,ﾊﾟｽｽﾙｰ型超伝導磁力計,盃の試料と伏角ﾃﾞｰﾀ 
 
 測定結果を盃のｸﾞﾙｰﾌﾟ毎にみると(図 1 右),各ｸﾞﾙｰﾌﾟの伏角はほぼ揃っていた.伏角は 46～
50°のものが多いが,盃③の伏角は浅め,盃⑤は非常に浅い伏角を示した.伏角がﾏｲﾅｽ(上向き磁
化)の 1試料があったが,これは焼成時,窯内で転がり逆さまになった為と考えられた. 
 地磁気伏角は磁気緯度の関数で,緯度が高いほど深くなる.これを考慮すると,①,②,④,⑥の盃
の伏角は,窯業の盛んな山口県,佐賀県や瀬戸地域に対応し,これらの地域が生産地の可能性があ
る.また盃③の伏角は,僅かに浅く中国の福州や台湾が産地の候補と考えられる.盃⑤では,伏角
は非常に浅く,ﾀｲ,ﾍﾞﾄﾅﾑ等が候補と考えられた.購入先によれば,この推定は妥当とのことであっ
た.残留磁化の伏角は,緯度の指標となり,産地の研究に利用できることが示された. 



 
4.1.2. 陶磁器の底部破片を用いる磁化研究 
 亀井明徳先生(元専修大学)の協力を得て,中国の緯度の異なる地域で作られた 3 個の陶器の
底部資料(図2)を研究した.資料1は    ,資料2は竜泉窯,資料3は邵武窯の陶器片である.
各試料を 5mm 間隔で測定し,磁化強度がﾋﾟｰｸとなる時の伏角をﾃﾞｰﾀとして採用した. 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2.中国の陶器片(左), 
  生産地,磁化伏角の検討. 
 
 磁化伏角は,図 2右の様に求まった.各資料の伏角は緯度が高い方が深く,緯度-伏角の関係と
調和した.図では,伏角ﾃﾞｰﾀを日本の地磁気伏角の経年変化と比較している.資料 1 の伏角は同
時代の日本の値に比べて深いが,これは緯度が高いこと,資料 2,3 の伏角は浅いことは緯度が低
いことで解釈できる.地磁気経年変化には地域毎の違いもあり,その影響も含まれている. 
 
4.1.3. 富山県の土器･陶磁器の研究 
 富山県埋蔵文化財ｾﾝﾀに保管されている土器･陶磁器片の研究を行った.図 3 に測定結果の一
部をまとめている.近世の陶磁器(A)や,江戸時代の陶器(B,C)では,底部破片は安定な磁化を持っ
ていた.その磁化伏角は,先行研究で窯跡焼土で得られている地磁気の伏角変化と調和した. 
 一方,中世の土師器(D:井口城窯)の底部破片の磁化伏角は,一定方向を向かない傾向にあった.
この時代はしっかりとした窯がなく,製品の底を水平にして焼成されることは少なかったこと
も理由として考えられる. 
 
 
 
 図 3.富山県の土器･陶磁器の底部破片から得られた 
  磁化の伏角と,地磁気の経年変化との対比 
 
 
4.1.4. まとめ 
 現代の盃や過去の土器･陶磁器の破片について非破壊の磁化研究を行った結果,伏角の研究は
有効と示された.地磁気ﾃﾞｰﾀの不足の問題に,土器･陶磁器片の伏角研究が貢献でき,地磁気研究
の適用が空間･時間共に非常に広がると意義は大きい. 
 自治体･博物館等で保管されている未利用の破片を用いる研究は望まれており研究方法の開
発は有用となる.今後,様々な誤差が含まれる破片について,研究方法の工夫と多数の資料の研究
と解析により,どの程度精度があげられるかを見極める必要がある.各地の研究ﾃﾞｰﾀが蓄積され,
考古地磁気研究が少ない時代や地域での産地や年代の研究の進展への貢献が期待できる. 
 
4.2. 磁化を用いての破片から元の製品への復元 
 磁化は,破片試料からの製品復元にも利用できることを,現代の盃で検討した.盃は焼成時に地
磁気方向に磁化を獲得し,破片になっても元の磁化を持っている.図 4 の様に盃資料を,底部と側
面 2片の,計 3片の破片に切り分けて磁化を測定した.得られた磁化方向を利用して,元の盃への
復元は容易に行えた. 
 
 
 
 
 
 
 図 4.磁化を用いる破片からの元の製品への復元. 
 
＜3Dでの研究＞ 
 破片試料の製品への復元では,磁化に破片の画像の 3D 情報を加えると,精度良く復元が行え
る.土器･陶器破片の画像から SfM を用いて 3 次元のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀに変換し,それに磁化を併せた
解析で,製品復元が一義的になる.盃の画像から 3D ﾓﾃﾞﾙを生成したが,現段階では不完全なﾓﾃﾞﾙ
となっている.今後,専用機材による撮影で改善して,(磁化と併せる)破片からの製品復元の方法
を作成する予定である.熟練者の手作業の補助になればと考えている. 
 



4.3. 陶磁器の帯磁率の研究 
 帯磁率(χ)は,磁場(H)を加えると物質に生じる誘導磁化(J)と磁場との強度比で,磁性粒子の種
類･量で変わり,磁化し易さの指標となる. J = χ･H 
 帯磁率により,土壌･胎土の違いを磁性粒子から検討できる.現在,土器･陶器の産地同定(胎土
分析)では,可搬型機器での蛍光X線分析研究が進んでいるが,その機器はまだ大きく設置にも時
間がかかる.より簡便な方法,また異なる物性の研究も望まれている中で,帯磁率の研究を考えて
携帯型装置による研究を行った.試料として,富山県埋蔵文化財ｾﾝﾀ所蔵の珠洲焼と瀬戸焼(壺･茶
碗)を利用した.一部試料では蛍光 X線分析(SEA200型分析計使用)も行った. 
 
4.3.1. 珠洲焼壺の研究 
 珠洲焼は,平安後期～室町時代に,石川県･能登の珠洲市で作られた中世日本を代表する焼き
物の一つである.粘土紐を巻き上げて叩きしめで成形し,釉薬を使わず穴窯で焼かれ,実用的雑器
(大甕,水瓶等)が多い. 
 珠洲焼の広口短頸壺について,図 5 の様に壺の上(頸部)から下(底部)へ測線を設定し,測線上 5
点の測点で帯磁率を測定した.測定は複数回行った(図に示した値は平均値).測定の結果,帯磁率
には,上～下の部位で差があり,特に肩部の値が高かった.別の壺でも調べたが(図 4),確かに部位
間の帯磁率の差はあり,肩部が高く胴部で低い傾向があった(器壁の厚い部位の帯磁率が高いわ
けでないことも確認した).また,富山県福光町の遺跡出土の四耳壺でも,帯磁率の測定で肩部の
値が高い傾向は認められた. 
 その後,広口短頸壺の蛍光 X線分析を行った所,肩部は下の胴部より鉄含有率が 1.4倍高く,肩
部の鉄含有率は,他の部位と比べても高かった.これは,帯磁率の高低と調和する結果であった. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 5.珠洲地域, 広口短頸壺の帯磁率(x10-4SI). 帯磁率が肩部で高い理由 
 
 以上の結果から,壺での肩部の高い帯磁率は使用胎土が他の部位と異なっており,磁性粒子が
多かったことが理由として考えられた.別の理由として,山本正敏･元富山県埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ長
は,図 4 右の様に,壺の肩部は窯天井から落ちる自然釉が付き易い理由も指摘しておられる.鉄分
が多い土が,天井にあり,自然釉となって肩部に多く入り,帯磁率が高くなった可能性である. 
 
4.3.2. 越中瀬戸焼の壺の帯磁率 
 珠洲焼以外の焼き物として越中瀬戸焼(茶碗,壺)の帯磁率を調べた結果,数 10(x10-4SI)と珠洲
焼の 1/10以下の低い値になった.また部位間での差は小さく,肩部等の或る部位の帯磁率が高い
との特徴はなかった. 
 
4.3.3. まとめ 
 珠洲焼では,帯磁率は越中瀬戸焼より高く,陶土に磁性粒子が多いと示された. 
 また壺では,肩部の帯磁率が他の部位より高い傾向があったが,蛍光 X 線分析の結果も踏まえ
ると,成形時,部位により異なる胎土が使われた可能性が考えられた.これに関連する研究として,
本田(2011)は,縄文･弥生土器において上下部で異なる素地を使って装飾効果を高めたものや,屈
曲の強い土器には途中で成形を止めて乾燥させ,成形を再開して作られたものもあると述べて
いる. 
 珠洲焼でも同様な工程があった可能性が考えられる.肩部に高い帯磁率を持つ珠洲焼の壺は,
強度を保つ為に,成形の途中で中断して胎土を変えた(鉄の含有率を増やした)のかも知れない.
珠洲焼の特徴であるかどうか更に研究を進めることが望まれる. 
 土器･陶磁器の理化学分析において,製品の 1か所や数か所の分析だけでは,製品の代表値にな
らない場合もある.帯磁率による非破壊調査は効率的に密に行え,その様な懸念の検討にも有用
であり,土器･陶磁器の新たな情報源としても利用できると考えられる. 
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無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
富山市杉谷A遺跡及び杉谷4号墳出土器の実測調査とその評価」

『大境』, 富山考古学会 1-8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
髙橋浩二,石田理沙,星野佑稀,宮澤達也 第42号
 １．著者名

青銅の残留磁化による研究と梵鐘での研究例

情報考古学 28-33

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
酒井英男,菅頭明日香,長柄毅一,白澤崇 28
 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2023年

2023年

2022年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
青銅の磁化-微量不純物の研究-

日本情報考古学会演論文集 45-49

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
酒井英男,菅頭明日香,山元一広,桑井智彦 45
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
正倉院における地中ﾚｰﾀﾞ探査の成果,

史跡鹿島神宮境内附郡家跡確認調査報告書, 鹿嶋市の文化財第173集 138-141

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
泉吉紀,菅頭明日香,酒井英男 173
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
砺波市徳万頼成遺跡での洪水堆積物の磁化研究

日本情報考古学会講演論文集 72-76

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
酒井英男,梅本亮平,泉吉紀,木村一郎,高柳由紀子 46
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
考古地磁気を用いた敷石住居内に分布する敷石の被熱についての検討

中央大学文学部考古学研究室調査報告書6, 滝坂遺跡IV 74-77

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
菅頭明日香,川崎一雄,酒井英男 6
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
特別天然記念物の魚津埋没林の堆積物における花粉および磁性分析に基づく縄文時代後期以降の植生変遷

情報考古学 11-21

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
志知幸治,酒井英男,卜部厚志,麻柄一志,能城修一 27
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
山陰における布掘り柱掘形をもつ掘立柱建物,,第65号

石川考古学研究会々誌 17,36

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
高橋浩二 65
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
古墳の鉄製副葬品の検出における非破壊のﾚｰﾀﾞ･磁気探査の有効性の検討

日本情報考古学会講演論文集 41-44

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
酒井英男,野村成宏,泉吉紀,竜田尚樹 45
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
考古地磁気を用いた杉並区向ノ原遺跡の炉穴の研究

日本情報考古学会講演論文集 38-40

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
菅頭明日香,泉吉紀,酒井英男,合田恵美子 45
 １．著者名



2022年

2020年

2020年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
山東省出土鏡笵の磁化研究

山東臨し;漢代鏡笵与銅鏡研究  白雲翔他編 中国社会科学院考古研究所 -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
菅頭明日香,酒井英男,清水康二 -
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
日本海文化論の遺跡を訪ねる

昭和堂 67-83

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
髙橋浩二 -
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
考古地磁気を用いた杉並区向ノ原遺跡の炉穴の研究,向ノ原遺跡第3次調査

東京都埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ調査報告 456-461

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
菅頭明日香,酒井英男,合田恵美子 358
 １．著者名

10.1093/rpd/ncac053

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Distributions of 210Pb, 137Cs, and physical properties in bottom sediments of West Nanao Bay,
Japan

Radiation Protection Dosimetry 1058-1065

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ochiai, A. Fujita, T. Tokunari, K. Kawamura, H. Sakai, S. Nagao 198
 １．著者名



2021年

〔学会発表〕　計8件（うち招待講演　0件／うち国際学会　1件）

2024年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本情報考古学会第49回大会,講演会

日本情報考古学会第48回大会,講演会

日本地盤工学会第58回

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

陶磁器片の非破壊測定による考古地磁気の研究

北海道での考古地磁気研究

磁化研究による地盤の液状化判定精度の向上

酒井英男,金井友理,菅頭明日香

酒井英男,金井友理,田中恵,伊藤光雅

高松尚輝,竜田尚希,酒井英男

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
杉谷1番塚古墳-第2次調査報告書

富山大学人文学部考古学研究室 1-34

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
髙橋浩二編 -
 １．著者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

日本銅学会 第63回講演大会

物理学会北陸支部特別講演会(重力波)

2023 International conservation conference, Taipei, Taiwan（国際学会）

日本情報考古学会大会第47回大会講演,ｵﾝﾗｲﾝ

山元一広,桑井智彦,酒井英男

S. Ochiai, M. Tsuruoka, H. Sakai, A. Urabe T. Tanbo

伊藤光雅,酒井英男,櫻木晋一

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ｻﾌｧｲｱ中の強磁性不純物の残留磁化の研究

Reconstruction of historical record of heavy rainfall events based on atmospheric radionuclides and magnetic properties of
lacustrine sediments in Tateyama Caldera, Toyama, Japan

磁化測定による多摩ﾆｭｰﾀｳﾝ遺跡での中世古銭の判別および製法の研究

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

青銅の磁性の研究

酒井英男,松田健二



2021年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

高橋　浩二

(Takahashi Kouji)

(10322108)

富山大学・学術研究部人文科学系・教授

(13201)

研
究
分
担
者

泉　吉紀

(Izumi YOshinori)

(60793669)

サレジオ工業高等専門学校・その他部局等・講師

(52604)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

竜田　尚希

(Tatta Naoki)

(30521314)

富山大学・学術研究部都市デザイン学系・助教

(13201)

第46回大会情報考古学会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

酒井英男,岸田徹,菅頭明日香,栗山雅夫,二宮修治

 ４．発表年

 １．発表者名

考古遺物や石造文化財の帯磁率の研究


